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損
保
ジ
ャ
パ
ン
は
、
大
規

模
災
害
発
生
時
に
お
い
て
も

損
害
保
険
会
社
と
し
て
の
社

会
的
使
命
を
果
た
す
た
め
、

業
務
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）

を
策
定
し
て
い
る
。
計
画
の

根
幹
と
な
る
の
は
、
「
生
命

の
安
全
確
保
」
「
地
域
社
会

の
安
全
確
保
へ
の
協
力
」

「
重
要
業
務
の
継
続
」
と
い

う
三
つ
の
行
動
原
則
だ
。
役

職
員
や
そ
の
家
族
、
来
店
中

の
顧
客
や
代
理
店
関
係
者
の

安
全
を
最
優
先
と
し
な
が

ら
、
地
域
社
会
の
一
員
と
し

て
二
次
災
害
防
止
な
ど
の
地

域
貢
献
に
取
り
組
み
、
保
険

会
社
と
し
て
重
要
業
務
を
継

続
す
る
体
制
を
整
備
し
て
い

る
。

　
平
時
に
は
本
社
部
門
で
構

成
す
る
「
危
機
管
理
推
進
本

部
」
を
設
置
し
、
危
機
管
理

体
制
の
整
備
と
継
続
的
な
改

善
を
進
め
て
い
る
。
有
事
の

際
に
は
同
本
部
が
「
危
機
対

策
本
部
」
へ
移
行
し
、
全
社

的
な
危
機
対
応
を
統
括
す

る
。
業
務
継
続
に
必
要
な
シ

ス
テ
ム
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体

制
や
、
グ
ル
ー
プ
会
社
を
含

め
た
社
員
安
否
確
認
シ
ス
テ

ム
の
運
用
を
徹
底
す
る
ほ

か
、
危
機
対
策
本
部
や
現
場

の
行
動
手
順
を
定
め
た
各
種

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
し
、
迅

速
な
対
応
に
備
え
て
い
る
。

　
災
害
対
応
力
を
高
め
る
た

め
の
教
育
・
訓
練
に
も
力
を

入
れ
て
い
る
。
同
社
は
全
社

員
を
対
象
に
広
域
災
害
へ
の

対
応
に
関
す
る
研
修
を
実
施

し
、
有
事
に
お
け
る
重
要
業

務
や
行
動
基
準
を
ま
と
め
た

「
災
害
対
策
ポ
ケ
ッ
ト
ガ
イ

ド
」
を
配
布
し
て
い
る
。
ま

た
、
本
社
の
危
機
管
理
推
進

本
部
の
メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て

は
、
訓
練
と
改
善
活
動
を
繰

り
返
す
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

を
通
じ
て
、
体
制
の
高
度
化

を
図
っ
て
い
る
。

　
実
際
に
大
規
模
災
害
が
発

生
し
た
場
合
に
は
、
被
災
地

域
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
や
保

険
金
サ
ー
ビ
ス
拠
点
、
営
業

拠
点
が
機
能
停
止
し
た
際
で

も
、
被
災
し
て
い
な
い
周
辺

地
域
の
拠
点
が
代
替
対
応
を

実
施
す
る
体
制
を
構
築
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
被
災
地
域

に
お
け
る
事
故
受
付
や
保
険

金
支
払
い
業
務
を
集
中
的
に

行
う
災
害
対
策
本
部
を
設
置

し
、
全
国
か
ら
応
援
社
員
を

受
け
入
れ
る
こ
と
で
、
迅
速

な
保
険
金
支
払
い
を
実
現
す

る
仕
組
み
を
整
え
て
い
る
。

　
近
年
は
自
然
災
害
の
激
甚

化
や
頻
発
化
に
加
え
、
南
海

ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
や
北

海
道
・
三
陸
沖
後
発
地
震
注

意
情
報
な
ど
、
新
た
な
リ
ス

ク
へ
の
対
応
も
求
め
ら
れ
て

い
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏

ま
え
、
損
保
ジ
ャ
パ
ン
は
発

災
後
の
時
間
経
過
に
応
じ
た

実
践
的
な
シ
ナ
リ
オ
を
取
り

入
れ
る
な
ど
、
訓
練
内
容
の

見
直
し
を
継
続
し
て
進
め
て

い
る
。
想
定
を
よ
り
現
実
的

か
つ
厳
格
な
も
の
へ
と
進
化

さ
せ
る
こ
と
で
、
あ
ら
ゆ
る

事
態
へ
の
対
応
力
向
上
を
目

指
し
て
い
る
。

　
地
域
社
会
と
の
連
携
に
お

い
て
象
徴
的
な
取
り
組
み

が
、
「
防
災
ジ
ャ
パ
ン
ダ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
だ
。
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
東
日
本
大
震
災

を
契
機
に
２
０
１
４
年
に
ス

タ
ー
ト
し
た
体
験
型
防
災
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、
災
害
か

ら
身
を
守
る
知
識
や
安
全
な

行
動
を
身
に
付
け
る
機
会
を

提
供
し
て
い
る
。
全
国
の
営

業
店
や
保
険
金
サ
ー
ビ
ス
部

門
の
社
員
が
代
理
店
と
協
力

し
な
が
ら
、
自
治
体
や
企

業
、
教
育
機
関
な
ど
多
様
な

地
域
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

と
連
携
し
、
子
ど
も
や
保
護

者
を
対
象
と
し
た
活
動
を
展

開
し
て
い
る
。
累
計
参
加
者

数
は
26
年
３
月
末
時
点
で
約

18
万
６
０
０
０
人
に
達
し

た
。

　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
代
表

的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
の
一
つ
に

Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
流
「
逃
げ
地

図
」
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
が
あ
る
。
災
害
発
生
時
に

避
難
場
所
へ
到
達
す
る
ま
で

の
時
間
を
色
分
け
し
て
可
視

化
し
、
避
難
方
向
を
地
図
上

に
示
す
こ
と
で
、
地
域
の
危

険
箇
所
や
避
難
経
路
を
参
加

者
同
士
で
共
有
す
る
。
こ
の

取
り
組
み
は
、
防
災
を
自
分

ご
と
と
し
て
考
え
る
「
自

助
」
と
、
地
域
で
助
け
合
う

「
共
助
」
の
意
識
醸
成
に
も

つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
自
治
体
と
の
連
携
も
積
極

的
に
推
進
し
て
い
る
。
同
社

が
締
結
す
る
自
治
体
と
の
連

携
協
定
は
26
年
４
月
末
時
点

で
３
５
７
件
に
達
し
て
お

り
、
防
災
・
減
災
に
関
す
る

内
容
が
大
き
な
割
合
を
占
め

る
。
地
域
イ
ベ
ン
ト
へ
の
体

験
型
ブ
ー
ス
出
展
や
、
防
災

啓
発
活
動
の
実
施
に
加
え
、

地
域
企
業
や
団
体
を
巻
き
込

ん
だ
イ
ベ
ン
ト
開
催
、
ド
ロ

ー
ン
を
活
用
し
た
災
害
対
応

の
実
証
実
験
な
ど
、
平
時
か

ら
地
域
防
災
力
の
向
上
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
さ
ら
に
同
社
は
26
年
３

月
、
防
災
・
減
災
分
野
の
取

り
組
み
を
強
化
す
る
「
Ｈ
Ｉ

Ｋ
Ｅ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
　
Ｄ
Ｎ
Ａ
　
２

０
３
０
　
Ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ

ｔ
」
を
開
始
し
た
。
創
業
以

来
受
け
継
い
で
き
た
「
人
々

の
く
ら
し
を
罹
災
か
ら
お
守

り
し
た
い
」
と
い
う
思
い
を

原
点
に
、
自
治
体
や
消
防
、

消
防
団
な
ど
多
様
な
パ
ー
ト

ナ
ー
と
共
創
し
な
が
ら
、
地

域
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
向
上
を

目
指
し
て
い
る
。

　
防
災
分
野
で
は
デ
ー
タ
活

用
も
重
要
な
柱
と
な
っ
て
い

る
。
同
社
は
グ
ル
ー
プ
会
社

で
あ
る
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
「
Ｓ
Ｏ
Ｒ

Ａ
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
」
を
通
じ

て
、
企
業
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
支
援
し
て
い
る
。

国
内
外
の
拠
点
情
報
を
登
録

す
る
こ
と
で
、
気
象
災
害
や

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
リ
ス
ク
な

ど
、
拠
点
ご
と
に
影
響
の
あ

る
情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
収

集
で
き
る
仕
組
み
だ
。
国
内

向
け
に
は
最
大
72
時
間
先
ま

で
の
気
象
予
測
や
避
難
情

報
、
停
電
情
報
な
ど
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
通
知
し
、
迅
速

な
意
思
決
定
を
支
援
し
て
い

る
。
ま
た
海
外
向
け
に
は
、

世
界
各
国
の
リ
ス
ク
情
報
を

重
大
度
別
に
配
信
し
、
グ
ロ

ー
バ
ル
企
業
の
危
機
管
理
に

貢
献
し
て
い
る
。

　
保
険
金
支
払
デ
ー
タ
な
ど

を
活
用
し
た
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
す
ま

い
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
も

そ
の
一
例
だ
。
地
震
発
生
確

率
や
洪
水
時
の
想
定
浸
水
深

な
ど
を
可
視
化
す
る
こ
と

で
、
顧
客
の
防
災
意
識
向
上

や
事
前
の
備
え
を
支
援
し
て

い
る
。
さ
ら
に
26
年
４
月
か

ら
は
、
東
芝
の
気
象
予
測
技

術
を
活
用
し
た
「
雹
災
ア
ラ

ー
ト
サ
ー
ビ
ス
」
の
実
証
実

験
を
開
始
し
た
。
降
ひ
ょ
う

リ
ス
ク
が
高
ま
る
と
Ｓ
Ｍ
Ｓ

で
通
知
し
、
顧
客
に
よ
る
自

動
車
の
避
難
や
保
護
行
動
を

促
す
こ
と
で
、
被
害
の
未
然

防
止
を
目
指
し
て
い
る
。

　
同
社
は
「
激
甚
化
す
る
自

然
災
害
を
踏
ま
え
て
、
被
害

シ
ナ
リ
オ
を
よ
り
シ
ビ
ア
な

想
定
に
引
き
上
げ
て
い
る

が
、
さ
ら
に
そ
れ
を
超
え

る
、
ま
た
は
想
像
も
で
き
な

い
有
事
が
発
生
し
た
場
合
な

ど
あ
ら
ゆ
る
事
態
に
対
し
て

も
、
保
険
会
社
と
し
て
の
使

命
を
果
た
す
よ
う
、
一
層
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
を
高
め
る
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
く
」
と
し

て
い
る
。

　
地
震
や
豪
雨
、
台
風
な
ど
自
然
災
害
の
激
甚
化
・
頻
発
化
が
進
む
中
、
保
険
会
社

に
は
迅
速
な
保
険
金
支
払
い
や
事
故
対
応
に
加
え
、
地
域
社
会
の
防
災
力
向
上
へ
の

貢
献
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。
損
保
ジ
ャ
パ
ン
は
、
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
に
基

づ
く
強
固
な
危
機
管
理
体
制
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
防
災
啓
発
活
動
や
自
治

体
と
の
連
携
、
さ
ら
に
は
デ
ー
タ
や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
た
新
た
な
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
通
じ
て
、
防
災
・
減
災
分
野
で
の
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
る
。

現
実
的
か
つ
厳
格
な
災
害
想
定
で
対
応
力
向
上
目
指
す

損
保
ジ
ャ
パ
ン

８

巨
大
自
然
災
害
に
備
え
る

防
減
災
取
り
組
み
最
前
線

デ
ー
タ・テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
活
用
の
新
サ
ー
ビ
ス
も


